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わたしは、このものがたりを読んで、ケサボウがおにいさんにおいしい山いもをとってきていた

のに、おにいさんは「のこりものをもってくるのだろう。」ともんくを言い、ケサボウは、とても

かなしかったと思います。そして、「なんでおにいさんはそんなひどいことを言うのかな」と思い

ました。 

おにいさんは、友だちから「おいしいところは、にいさんにもってかえっていたよ。」と聞いて、

ケサボウに「ごめんなさい」と思ってかなしくなったと思います。まい日、森の中をさがしまわっ

て、おにいさんはケサボウに「まい日えさをとってきて、ありがとう」「ひどいことを言ってごめ

んなさい」とつたえたかったと思います。 

わたしは、１年生のころは、学校へ行くだけでドキドキきんちょうしていました。けど、おにい

ちゃんが学校へいっしょに行ってくれたり、にもつがおもいときは、もってくれたり、こまったと

きはいつもたすけてくれています。２年生になって、すこしずつなんでも一人でできるようになり

ました。おかあさんと、このものがたりを読んで、おにいちゃんに「いつもたすけてくれてありが

とう」という気持ちになりました。らい年、おとうとが１年生になります。こんどは、わたしがお

にいちゃんみたいに、おとうとがこまったときはたすけようと思います。 

 


